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【審査論文】
東日本大震災が千葉県内の女子大学に通う学生の自己変化に及ぼした影響 
～震災前の学生と妊娠中の女性、震災後の親世代の成人男女との比較から～
小沢哲史
The Great East Japan Earthquake’s influence on the self-change of students 
at a women’s university in Chiba prefecture.
Tetsushi OZAWA
要　旨
　本論文は、東日本大震災が千葉県北西部に位置する私立の女子大学に通う大学生の自己変化にどのよう
な影響をもたらしたのかを震災前に得ていたデータを比較対象として活用し、質問紙法を用いて検討した。
また事後的にも探索的に調査対象を広げた。結果的に協力者は次の６グループであった。①坂部（2011）
による調査における女子大学生（震災9カ月前） ：47名、②坂部（2011）による調査における妊娠中の女
性（震災8カ月前）：25名（①と②が震災前のデータ）、③女子大学生（震災1カ月後）：77名、④女子大
学生（震災 3 カ月後）：192名、⑤親世代の成人女性（震災 4 カ月後）：79名、⑥親世代の成人男性（震
災4カ月後） : 40名。①、②および⑤、⑥は、比較のためのグループであった。結果から、震災前後で女
子大学生の自己変化に違いは見られず、震災の影響は一部に留まることが見いだされた。協力者の記述し
た自己変化のきっかけも含めた分析から、生活に即した実体験が自己変化を来していることが示唆され、
震災は、学生にとって継続的な実体験としてのインパクトにやや欠けたと考えられた。
キーワード：東日本大震災、青年期、女子大学生、千葉県、自己変化
The Great East Japan Earthquake, adolescence, female university student, Chiba prefecture, self-change.
問 題 と 目 的
　人間の生涯は、そのすべてが遺伝的要因によって決められているわけではない。個々の人間の主観的実
態としての自己は、生涯を通じて、自然・社会的事件との遭遇およびそれに伴う他者との相互作用を通じ
て変化を遂げて行くと考えられる。2011年 3 月11日に東日本を襲った地震および津波、その後生じた原
発事故や停電、これらに伴う社会文化的事件、マスメディアによって描写される人間模様およびこれらを
契機とする身近な他者との相互作用は、生涯に何度生じるかわからない希少な経験であり、人間の自己変
化にとって重要な契機となっている可能性がある。そして現実社会に生きる人間を検討する諸学問にとっ
ても歴史的に逃し得ない対象である。
　ただし、このような突発性の事象に対する研究は、事前に予測して研究計画を立てることができないた
め、対象者の属性と時期については必然的に実行可能な範囲に限定されることとなる。かといって比較対
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象を欠いた測定からは恣意的な結論しか得られない可能性がある。このことから本研究においては、震災
の前年度に測定した女子大学生と妊娠中の女性のデータ（坂部, 20111）を比較対象として利用すること
とし、対象者を千葉県北西部に位置する私立の女子大学に通う大学生とする2。また、事後的にもデータ
の部分的分析から、可能な範囲で調査を追加していくこととする。
　結果的に本研究の流れは次のようになった。まず、震災１カ月後の調査における女子大学生が1年生に
偏り、きっかけを直近の「入学」とする者が多かった。つまり、入学が大きな経験であることから結果的
に震災の影響が少なく測定されたという可能性が生じた。そこで、対象者を変更して再度調査を行った。
さらに得られた結果の意味を探索的に検討するため、親世代の成人男女に対して追加調査を行った。
方　法
調査内容
　本研究がベースラインとして利用する坂部（2011）において使用された尺度は、柏木・若松（1994）
による「親となることによる人格発達尺度」であった（付表3）。その質問項目は、‘妊娠’ ‘出産’ ‘親になる
ことによって’ と言った表現を一切含んでおらず、調査協力者の属性を問わない質問紙となっていた。
　人格発達尺度は全部で49項目からなり、下位尺度（因子）は次の通りであった：第１因子「柔軟さ（7
項目）」、第 2 因子「自己抑制（ 8 項目）」、第 3 因子「視野の広がり（ 9 項目）」、第 4 因子「運命・信仰・
伝統の受容（ 8 項目）」、第5因子「生き甲斐・存在感（12項目）」、第 6 因子「自己の強さ（ 5 項目）」。尺
度の内容は、自己の成長あるいは変化を複数の視点から捉えており、本研究の目的を達するために十分な
内容的妥当性を保持していると考えられた。なお、質問の提示順序は無作為とし、回答は 4 件法（非常に
そう思う〜全く思わない）であった。
　なお、協力者には尺度に回答した後、「年齢」、「性別」、「今日の日付」、「自分の変化のきっかけ（最近、
自分の変化のきっかけになったことが具体的にあれば教えて下さい）」にも記入してもらった。
調査協力者グループ
　調査協力者の属性と調査時期によって、次の①〜⑥の協力者グループとした。以下に‘女子大学生’とあ
る場合、すべて千葉県北西部に位置する私立の女子大学に通う大学生とする4。また、学生のほとんどは
千葉県を中心とする関東出身の自宅通学生であることが大学の調べによって確認されている。
①坂部（2011）における女子大学生（震災9カ月前） （18歳〜 23歳：平均19.8歳）：47名5
調査時期：2010年6月8日
②妊娠中の女性（震災8カ月前）：坂部（2011）における妊娠中の女性（21歳〜 38歳：平均29.8歳; 妊娠
3カ月〜 10カ月、平均7.5カ月）：25名
調査時期：2010年 7 月6
③女子大学生（震災1カ月後= 1年生にとっては入学直後）　（18歳〜 20歳：平均18.2歳）：77名7
調査時期：2011年4月15日および19日
1 筆者の指導する平成 22 年度卒業論文であった。
2 千葉県北西部は、重篤な被災地域に隣接し、断水や計画停電の該当地域であった。
3 坂部 (2011) においては、文意を易しくするための補足と、文意に影響を与えない字句の訂正があった。
4 この女子大学は、６学類 ( 英語・英文学、日本文学・文化学、心理・社会学、服飾造形学、健康栄養学、生活環境学 ) からなり、
履修名簿においては本研究の協力者はすべての学類にわたっていた。
5 得られた全 50 名のうち、大学生の大多数と年齢層の異なる 40 歳から 50 歳の 3 名を分析から除外した。
6 妊娠中の女性には個別に依頼し、日付の特定は依頼しなかった。
7 得られた全 80 名のうち、高大連携による高校生 1 名とほとんど未記入であった 2 名を分析から除外した。
東日本大震災が千葉県内の女子大学に通う学生の自己変化に及ぼした影響（小沢） 121
④女子大学生（震災3カ月後）（18歳〜 21歳：平均19.2歳）：192名8
調査時期：2011年6月6日および24日
⑤親世代の成人女性（震災4カ月後）　（42歳〜 62歳：平均48.4歳）：79名
　切手を貼付した返送用封筒に３部ずつ調査用紙を同封し、8月12日を返送期限として170名の学生に依
頼した結果、得られた協力者であった9,10。
調査時期：2011年7月15日〜８月12日（震災の 4 カ月後）
⑥親世代の成人男性（震災4カ月後）　（39歳〜 63歳：平均51.0歳） : 40名
　⑤と同じ手続きで得られた男性協力者であった11。
調査手続き
　調査は講義時間を利用し、「最近の自分の変化」がテーマであることを説明した。「最近」や「自分の変化」
については、あくまで思ったとおりに答えるように依頼した。東日本大震災を提示して誘導することによ
る偽りの効果を避けるため、東日本大震災を匂わせるような言動は行わなかった。調査協力者への配慮と
して、次の（1）〜（7）の内容を表紙に記載した質問紙を配布し、口頭や別紙でも説明した。（1）匿名
であること、（2）正解や不正解はないこと、（3）答えたくない質問には答えなくてよいこと、（4）回答
時間が10分程度であること、（5）研究目的以外には使用しないこと、（6）成績には無関係であることを
説明した。また（7）問い合わせ連絡先を記載した。
　大学生に対しては、質問紙表紙への記載と口頭での説明とした。成人男女に対しては質問紙表紙への記
載だけでなく、別紙を同封した。妊娠中の女性については、質問紙の表紙に記載し、口頭によっても説明した。
結　果
回収率
　女子大学生: 調査を実施した講義における出席者の合計は338名であり、回答者数合計326名は96.5%で
あった。
　親世代の成人男女: 配布した170通に対して69通（40.6%）が返送され、 1 通に同封された質問紙は平
均1.99部であった。
結果の処理
　結果は、非常にそう思う（４点）、そう思う（３点）、思わない（２点）、全く思わない（１点）と得点
化して入力した。坂部（2011）については再入力を行った。入力結果を協力者ごとに合計した後、改め
て質問項目数で割り、すべての尺度（下位尺度）の理論上の最大値が4で最小値が1になるようにした。
以降の統計処理にはIBM SPSS Statistics19を用い、欠損値を分析ごとに除外した。
　なお、人格発達尺度の信頼性を再確認するため、Cronbachのαを算出した結果、「柔軟さ（ .823）」、「自
己抑制（ .764）」、「視野の広がり（ .754）」、「運命・信仰・伝統の受容（ .685）」、「生き甲斐・存在感（.824）」、「自
己の強さ（.702）」であった。したがって、尺度は本研究においても十分な内的整合性を保持し得ている
と判断した。
8 得られた全 196 名のうち、大学生の大多数と年齢層の異なる 38 歳から 47 歳の 3 名とほとんど未記入であった 1 名分を分析
から除外した。
9 性別を記入しなかった 1 名を分析から除外した。
10 得られた全 92 名のうち、依頼と異なる 15 歳から 24 歳の 10 名と年金支給開始齢以降の 66 歳から 72 歳の 3 名を年齢層の
違いから分析から除外した。
11 得られた 44 名のうち、年金支給開始齢以降の 66 歳から 78 歳の 3 名と 1 ページ (15 項目分 ) 飛ばした 1 名を分析から除外した。
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1. 協力者グループ間の分析
　 3 群以上の平均値を比較する場合の一般的な統計手法である一元配置の分散分析を用いて、女子大学生
（震災前、震災１カ月後、３カ月後）、妊娠中の女性（震災前）、成人男女（震災4カ月後）の間で、測定
された尺度の得点の違いが統計学的に有意であるかを検討した。
　まず尺度全体について行ったところF（5, 430）= 5.33, p< .001で有意差があった。次にそれぞれの下
位尺度についても分散分析を行った。結果、「柔軟さ」について、F（5, 447）= .843, p= .520であり有意
差はなかった。次に、「自己抑制」については、F（5, 445）= 2.81, p< .05で有意差があった。同じく「視
野の広がり」については、F（5, 442）= 6.09, p< .001で有意差があった。「運命・信仰・伝統の受容」に
ついては、F（5, 442）= 6.73, p< .001で有意差があった。「生き甲斐・存在感」については、F（5, 442）
= 9.43, p< .001で有意差があった。「自己の強さ」については、F（5, 446）= 2.64, p< .05で有意差があった。
したがって「柔軟さ」以外では、協力者グループによって違いがあった。そこでさらに調和平均を用いた
Tukey法により多重比較を行い、どの協力者グループとどの協力者グループが等質であるかを分析した。
その結果、成人男性が報告した自己変化の小ささと坂部（2011）における妊娠中の女性の報告した自己
変化の大きさ、あるいは成人女性の報告した自己変化の大きさの間で統計学的な異質性が検出された。本
研究が目的とする女子大学生については尺度全体およびすべての下位尺度において、震災前と震災後（ 1
カ月後、 3 カ月後）の測定値が同じ等質サブグループに含まれ、東日本大震災の影響の小ささが示唆され
る結果となった（表１〜表７: 女子大学生3グループが含まれた部分を囲み罫線で示した）。
表1　〈人格発達尺度全体〉の平均値（標準偏差）と等質サブグループ
有効回答数 サブグループ1 サブグループ2 サブグループ3
成人男性（震災4カ月後） 39 2.56（.38）
女子大学生（震災前） 47 2.68（.37） 2.68（.37）
女子大学生（震災1カ月後） 69 2.75（.38） 2.75（.38） 2.75（.38）
女子大学生（震災3カ月後） 180 2.79（.34） 2.79（.34） 2.79（.34）
成人女性（震災4カ月後） 76 2.82（.33） 2.82（.33）
妊娠中の女性（震災前） 25 2.96（.32）
表2　〈柔軟さ〉の平均値（標準偏差）と等質サブグループ　　　　　　　　　　　　
有効回答数 サブグループ1
成人男性（震災4カ月後） 39 2.60（.56）
女子大学生（震災前） 47 2.62（.54）
女子大学生（震災１カ月後） 74 2.63（.58）
女子大学生（震災3カ月後） 189 2.63（.52）
妊娠中の女性（震災前） 25 2.72（.52）
成人女性（震災4カ月後） 79 2.75（.46）
 
表3　〈自己抑制〉の平均値（標準偏差）と等質サブグループ
有効回答数 サブグループ1 サブグループ2
成人男性（震災4カ月後） 39 2.68（.45）
女子大学生（震災前） 47 2.87（.47） 2.87（.47）
女子大学生（震災3カ月後） 188 2.89（.36） 2.89（.36）
女子大学生（震災１カ月後） 75 2.90（.51） 2.90（.51）
成人女性（震災4カ月後） 77 2.92（.40） 2.92（.40）
妊娠中の女性（震災前） 25 3.05（.41）
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表4　〈視野の広がり〉の平均値（標準偏差）と等質サブグループ
有効回答数 サブグループ1 サブグループ2 サブグループ3
成人男性（震災4カ月後） 39 2.74（.42）
女子大学生（震災前） 47 2.92（.41） 2.92（.41）
女子大学生（震災１カ月後） 72 3.03（.44） 3.03（.44）
女子大学生（震災3カ月後） 187 3.05（.40） 3.05（.40）
成人女性（震災4カ月後） 78 3.05（.40） 3.05（.40）
妊娠中の女性（震災前） 25 3.24（.31）
表5　〈運命・信仰・伝統の受容〉の平均値（標準偏差）と等質サブグループ
有効回答数 サブグループ1 サブグループ2 サブグループ3
成人男性（震災4カ月後） 39 2.44（.44）
女子大学生（震災前） 47 2.61（.45） 2.61（.45）
女子大学生（震災１カ月後） 72 2.71（.45） 2.71（.45）
女子大学生（震災3カ月後） 187 2.75（.42） 2.75（.42）
妊娠中の女性（震災前） 25 2.82（.41） 2.82（.41）
成人女性（震災4カ月後） 78 2.89（.42）
 表6　〈生き甲斐・存在感〉の平均値（標準偏差）と等質サブグループ
有効回答数 サブグループ1 サブグループ2
成人男性（震災4カ月後） 39 2.44（.44）
女子大学生（震災前） 47 2.48（.44）
女子大学生（震災１カ月後） 72 2.54（.50）
女子大学生（震災3カ月後） 186 2.67（.45）
成人女性（震災4カ月後） 79 2.67（.40）
妊娠中の女性（震災前） 25 3.11（.39）
 表7　〈自己の強さ〉の平均値（標準偏差）と等質サブグループ
有効回答数 サブグループ1
成人女性（震災4カ月後） 79 2.44（.43）
成人男性（震災4カ月後） 39 2.45（.53）
妊娠中の女性（震災前） 25 2.46（.48）
女子大学生（震災１カ月後） 74 2.59（.54）
女子大学生（震災前） 47 2.60（.46）
女子大学生（震災3カ月後） 188 2.64（.48）
2. 自分の変化のきっかけ（自由記述）
　協力者が回答した自らの変化のきっかけの自由記述を内容の類似性を基準にカテゴリーに分け、すべて
を記述した（表8 〜表13）。震災１カ月後の調査における女子大学生に1年生が多くなり、きっかけを「入
学」とする者も多かったために、震災の影響が少なく測定されたという可能性があったわけであるが、３
カ月後、１年生以外も含めて調査を行ったところで、きっかけを「震災」とする者が増えたわけではなかっ
た（表14）。なお、震災をきっかけとして挙げた場合や変化の結果を記述した場合においても、重篤な被
災を記述した者はいなかった。
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表8　女子大学生（震災前）のきっかけ一覧　（ ）内は人数
1. 震災（0） （震災前のため、該当せず）
2. 環境移行（7） 入学（5）、高校卒業（1）、一人暮らしの開始・新生活（1）
3. 他者との関係（2） 友人との関係（2）
4. 恋愛・結婚（4） 彼氏ができた（3）、彼氏と別れた（1）
5. 家族・育児・介護（3） 親戚の誕生（1）、親の離婚（1）、姉の結婚（1）
6. その他の個人的経験（8） 就職活動（4）、体調不良・病気（1）、やりたいことの発見（1）、金銭問題（1）、気づき（1）
7. その他（2） 変化の結果の記述（1）、特になし（1）
8. 記述なし（21） 記述なし（21）
表9　妊娠中の女性のきっかけ一覧　（ ）内は人数
1. 震災（0） （震災前のため該当せず）
2. 環境移行（2） 退職（1）、引っ越し（1）
3. 他者との関係（0） （該当せず）
4. 恋愛・結婚（5） 結婚（4）、再婚（1）
5. 家族・育児・介護（3） 育児（2）、両家の関係（1）
6. その他の個人的経験（0） （該当せず）
7. その他（5） 変化の結果の記述（3）、感想等（2）
8. 記述なし（10） 記述なし（10）
 
表10　女子大学生（震災1カ月後）のきっかけ一覧　（  ）内は人数
1. 震災（4） 震災（1）、震災（停電:1）、震災（近所の人と過ごした:1）、震災（政治へ関心:1）
2. 環境移行（26） 入学（20） 、新生活（4）、高校卒業（1）、高校入学（1）
3. 他者との関係（7） 友人との関係（4）、周囲の支え（2）、尊敬する人との出会い（1）
4. 恋愛・結婚（2） 彼氏ができた（2）
5. 家族・育児・介護（3） 家庭内トラブル（2）、家族からの心配（1）
6. その他の個人的経験（9） 受験（3）、バイト（2）、気づき（2）、趣味（1）、病気（1）
7. その他（4） 変化の結果の記述（2）、なし・特になし（2）
8. 記述なし（22） 記述なし（22）
表11　女子大学生（震災3カ月後）のきっかけ一覧　（ ）内は人数
1. 震災（12） 震災（8）、震災（報道: 2）、震災（原発:1）、震災（デマ: 1）
2. 環境移行（9） 一人暮らしの開始・新生活（5）、入学（4）
3. 他者との関係（10） 友人との関係（4）、バイト先の人間関係（2）、その他の関係（4）
4. 恋愛・結婚（6） 彼氏ができた（5）、彼氏と別れた（1）
5. 家族・育児・介護（2） 身内の不幸（1）、親戚の誕生（1）
6. その他の個人的経験（48） バイト（12）、考え方の変化・気づき（8）、講義・実習（6）、成人・成人が近いこと（6）、
サークル・趣味（5）、読書・観劇（4）、体調の変化（2）、就職活動（2）、近所の人の不幸（1）、
自動車運転の開始（1）、掃除を始めた（1）
7. その他（16） 変化の結果の記述（8）、なし・特になし（7）、わからない（1）
8. 記述なし（89） 記述なし（89）
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表12　成人女性のきっかけ一覧　（ ）内は人数
1. 震災（17） 震災（10）、震災（原発: 3）、震災（人間関係: 2）、震災（食品の安全: 1）、震災（気力喪失: 1）
2. 環境移行（6） 人事異動（2）、転居（2）、就職・転職（2）
3. 他者との関係（2） 職場の人間関係（1）、関係先職員の対応（1）
4. 恋愛・結婚（0） （該当せず）
5. 家族・育児・介護（6） 育児・子どもの成長（3）、孫の誕生（2）、親の介護（1）
6. その他の個人的経験（8） 考え方の変化・気づき（3） 、趣味（2）、仕事・仕事のトラブル（2）、体調不良・病気（1）
7. その他（0） （該当せず）
8. 記述なし（40） 記述なし（40）
表13　成人男性のきっかけ一覧　（ ）内は人数
1. 震災（4） 震災（4）
2. 環境移行（2） 人事異動（1）、就職・再就職（1）
3. 他者との関係（0） （該当せず）
4. 恋愛・結婚（0） （該当せず）
5. 家族・育児・介護（0） （該当せず）
6. その他の個人的経験（2） 考え方の変化・気づき（2）
7. その他（4） なし・特になし（4）
8. 記述なし（28） 記述なし（28）
　次に、震災前の協力者グループを除き、東日本大震災を自らの変化のきっかけとして挙げたかどうかに
関するクロス集計表を作成し、その出現割合が統計学的に同程度とみなせるかどうかを x2 検定によって
検討した（表14）。その結果、x2（3）= 17.25, p<.01で出現の割合が有意に異なることがわかった。中で
も震災を自己変化のきっかけとして挙げた者が相対的に多かったのは成人女性のグループであった。
表14　東日本大震災を主たる自分の変化のきっかけとして挙げた人数と割合
震災 震災以外 合計
女子大学生（震災1カ月後） 人数（%） 4（5.2%） 73 77
調整済み残差 （-1.4） （1.4）
女子大学生（震災3カ月後） 人数（%） 12（6.3%） 180 192
調整済み残差 （-2.2） （2.2）
成人女性（震災4カ月後） 人数（%） 17（21.5%） 62 79
調整済み残差 （4.1） （-4.1）
成人男性（震災4カ月後） 人数（%） 4（10.0%） 36 40
調整済み残差 （.1） （-.1）
3. 補足：震災をきっかけとする場合の自己変化
　最後に補足として、協力者が挙げたきっかけが震災であったか否かに分別し、２群間の平均値を比較す
る統計手法であるt検定によって検討した12。その結果、「視野の広がり」と「運命・信仰・伝統の受容」
について、いずれも震災をきっかけとした者がより大きな変化を報告した（表15）。さらに得られた結果
の意味を詳細に検討するため、質問項目１問ずつを分析単位としてt検定によって分析したところ、「日本
の政治に関心が増した」、「人間の力を超えたものがあることを信じるようになった」、「環境問題に関心が
増した」、「日本や世界の将来について関心が増した」の4項目について有意差があり、いずれも震災をきっ
かけとした者の方が高い値を示した（表16）。
12 ただし、「生き甲斐・存在感」では、t 検定の前提となる２群間の等分散性が仮定できなかったため、Welch の検定を採用した。
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表15　自己変化のきっかけが震災かどうかによる人格発達尺度得点
きっかけ（n） M（SD） t値 自由度 p値
全体 震災（33） 2.82（.39） .94 434 .35
震災以外（403） 2.76（.36）
柔軟さ 震災（37） 2.61（.57） -.53 451 .60
震災以外（416） 2.66（.52）
自己抑制 震災（37） 2.85（.50） -.52 449 .60
震災以外（414） 2.89（.41）
視野の広がり 震災（35） 3.19（.41） 2.58 446 .01*
震災以外（413） 3.00（.41）
運命・信仰・伝統の受容 震災（36） 2.87（.51） 2.03 446 .04*
震災以外（412） 2.72（.43）
生き甲斐・存在感 震災（34） 2.66（.41） .36 40.56 .72
震災以外（414） 2.63（.47）
自己の強さ 震災（36） 2.55（.46） -.19 450 .85
震災以外（416） 2.57（.49）
* ・・・　p< .05
表16　自己変化のきっかけが震災かどうかによって差が生じた質問項目　　
項目（　）内は下位尺度名 きっかけ（n） M（SD） t値 自由度 p値
日本の政治に関心が増した（視野の広がり）
震災（37） 2.89（ .81）
2.54 456 .011＊
震災以外（421） 2.56（ .77）
日本や世界の将来について関心が増した
（視野の広がり）
震災（37） 3.35（ .75）
4.34 455 .001＊＊震災以外（420） 2.76（ .80）
環境問題に関心が増した（視野の広がり）
震災（37） 3.43（ .56）
4.46 456 .001＊＊
震災以外（421） 2.85（ .78）
人間の力を超えたものがあることを信じるように
なった（運命・信仰・伝統の受容）
震災（37） 2.81（ .97）
2.21 455 .028＊震災以外（420） 2.47（ .88）
* ・・・　p < .05, ** ・・・　p < .01
考　察
　本研究は、未曾有の大災害としての東日本大震災が千葉県北西部の女子大学に通う学生の自己変化にど
のような影響を与えたのかを震災後１カ月から4カ月という期間において捉えようとした。このような研
究はあらかじめ計画することができず、また年月がある程度経ってしまえば再び測定することもできない
という意味で研究方法に限界が生じる一方、得られた調査結果には希少性が生じるという得難い点があっ
た。
　結果から、千葉県北西部の女子大学に通う学生については、尺度全体およびすべての下位尺度において
震災の前後で有意差は見いだされず、東日本大震災の影響は相対的に小さかったと言うことができる。対
象学年を広げた3カ月後の調査においては、1年生を主とした1カ月後の調査と異なり、入学をきっかけと
する学生が減ったにせよ、震災をきっかけとする学生が増えたわけではなく、かわってアルバイト等の本
人の生活に即した実体験が挙げられた。全般に自己変化を最も多く報告したのが震災前の妊娠中の女性で
あることからすれば、自らが深く関わる実体験が自己変化を自覚する主たる要因であるということがうか
がえる。妊娠は身体的に急激かつ大きな変化が生じると共に、周囲の人の対応も大きく変わり、命を授か
り担うという精神的意味の大きさからも、大きな自己変化をもたらすことは想像に難くない。このことを
援用して考えれば東日本大震災が、当日の揺れや断水、停電等の実体験を伴ったものであるにせよ、毎日、
自らが主体となって体験する大学生活（入学、アルバイト等）には変化のきっかけとして及ばなかったと
いうことを示唆している。ただし、本研究において用いた尺度は相対的に肯定的な質問内容からなり、否
定的な質問内容（例：日常生活における不安の程度）は含まれていなかった。また、自覚しにくい変化や
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長期的な変化も想定できることから、震災が女子大学生に与えた影響については、なお検討する余地が残
されていると考えられる。
　一方、東日本大震災を自らの変化のきっかけとして挙げた者が多かった協力者グループは親世代の成人
女性であった。親世代の成人はそもそも大学生に比べて回収率が低いことから、自己変化に対する震災の
影響が大学生よりも大きかったとは言い切れない。しかしながら、大学生と異なり、自由記述欄に記入し
た中での震災の割合が高いことから、やはり成人女性に対しての方が震災の影響が強かったと考えられる。
今回の震災においては、停電、水や野菜への放射能汚染、買い占めの問題など、家事・生活に関わる側面
が多く、家事・生活全般を当事者として担うことの多い成人女性が、震災をより自分自身の実体験として
捉えた可能性がある。
　また、震災をきっかけにしたか否かについての補足の分析からは、震災をきっかけに日本の将来や政治、
あるいは環境問題に視野を広げ、人間の力を超えた自然の脅威を受容するといった自己変化が生じること
が明らかにされた。
附　記
　調査に協力していただいたおよそ500名の皆様に、心より感謝を申し上げます。ありがとうございまし
た。また貴重かつ有益なコメントをいただいた査読者の方々に感謝いたします。
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付表　親となることによる人格発達尺度 (柏木・若松, 1994)および原文との相違点
柔軟さ 自己抑制
角がとれてまるくなった。 他人の迷惑にならないように心がけるようになった。
考え方が柔軟になった。 自分の欲しいものなどが我慢できるようになった。
他人に対して寛大になった。 (原文：自分のほしいものなどが我慢できるようになった。)
精神的にタフになった。 他人の立場や気持ちをくみとるようになった。
度胸がついた。 人との和を大事にするようになった。
小さいことにくよくよしなくなった。 自分本位の考えや行動をしなくなった。
(原文：小さなことにくよくよしなくなった。) 自分の分をわきまえるようになった。
いろいろな角度から物事を見るようになった。 倹約するようになった。
思い通りにならないことがあっても我慢できるように
なった。　
視野の広がり 運命・伝統・信仰の受容
日本や世界の将来について関心が増した。 物事を運命だと受け入れるようになった。
環境問題（大気汚染・食品公害など）に関心が増した。 運や巡り合わせを考えるようになった。
児童福祉や教育問題に関心を持つようになった。 常識やしきたりを考えるようになった。
一人一人がかけがえのない存在だと思うようになっ
た。
長幼の序 （年長者と年少者の適切な関係） は大切だと
思うようになった。
　(原文：長幼の序は大切だと思うようになった。）日本の政治に関心が増した。
弱い立場の人に思いやりを持つようになった。
協力することの大切さがわかるようになった。 伝統や文化の大切さを思うようになった。
どのような人にもその人なりの良さがあると感じる
ようになった。(原文：どの様な人にもその人なりの良さ
があると感じるようになった。)
人間の力を超えたものがあることを信じるようになった。
信仰や宗教が身近になった。
いろいろな人に支えられていると感じるようになった。 情にもろくなった。
生きがい・存在感 自己の強さ
生きている張りが増した。 多少他の人と摩擦があっても自分の主義は通すように
なった。
長生きしなければと思うようになった。 自分の立場や考えはちゃんと主張しなければと思うよ
うになった。自分がなくてはならない存在だと思うようになった。
子どもへの関心が強くなった。 物事に積極的になった。
より計画的になった。 目標に向かって頑張れるようになった。
子ども好きになった。 （原文：目的に向かって頑張れるようになった。）
目先のことより、将来のことを考えるようになった。
一人前になった気がした。 妥協しなくなった。
気持ちが安定した。
より大人になったと感じる。
慎重になった。
自分の健康に気をつけるようになった。
小沢　哲史（和洋女子大学　人間・社会学系　准教授）
（2011年 9 月22日受付）
